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令和元年度第５回教育委員会定例会 会議録

◇ 開催年月日 令和元年８月２０日（火） １６時開会

１７時２５分閉会

◇ 開催の場所 教育委員会室

◇ 出席者

教育長        杉元 羊一

委員         桃木野 聡

委員         小栗 有子

委員        立元 千帆

◇ 説明のため出席した者の職氏名

    管理部長     小倉 洋一    教育部長     大脇 俊朗

    総務課長     森﨑 浩文    施設課長     米盛 光明

    文化財課長    池田 雅光    美術館副館長   久保田 稔

    図書館副館長   有満 弓恵    学務課長     辻 慎一郎

    学校教育課長   下江 嘉誉    保健体育課長   竹之下 浩徳

    青少年課長    楠原 豊     生涯学習課長   牛堀 隆弘

少年自然の家所長 永吉 眞一    中央学校給食センター所長  川口 孝

◇ 書記

    総務課主幹   堀田 竜也    総務課主査    栫山 寛之
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◇ 議事日程

１ 開 会

２ 会議成立の宣告

３ 会議録署名者の指名

４ 会議の公開等について

５ 議 案

定第２４号議案 教科用図書採択の件（鹿児島市立小学校）

定第２５号議案 教科用図書採択の件（鹿児島市立中学校）

定第２６号議案 教科用図書採択の件（鹿児島市立高等学校）

定第２７号議案 代決処分の承認を求める件

        〔令和元年度鹿児島市一般会計補正予算（第２号）についての意見

申出について〕

定第２８号議案 平成３０年度鹿児島市一般会計歳入歳出決算に係る議案（教育委員

会関係分）についての意見に関する件

定第２９号議案 会計年度任用職員制度の創設に伴う関係条例の整備に関する条例制

定（教育委員会関係分）に係る議案についての意見に関する件

６ 報告事項

(1) 令和元年度「全国学力・学習状況調査」結果（市の概要）について

(2) 学校施設の耐震化率について

(3) 鹿児島市立まちなか図書館（仮称）基本計画（素案）に係るパブリックコメント

手続の実施について

(4) 令和元年度総合教育会議について

(5) 寺山炭窯跡及び周辺斜面地崩落への対応状況について

(6) 市議会関係の審議結果等について

７ その他

８ 閉 会
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◇ 会議要旨

  

１ 開会

教育長  それではただいまから、令和元年度第５回教育委員会定例会を開会いたしま

す。

２ 会議成立の宣言

教育長  本日は、津曲委員が所用のため欠席されておりますが、定足数に達しており

ますので、会議は成立しております。

３ 会議録署名者の指名

教育長  本日の議事日程は、お手元に配布したとおりでございます。本日の会議録署

名委員として、桃木野委員と小栗委員を指名します。

４ 会議の公開等について

教育長  次に、会議の非公開についてですが、本日審議いたします定第２４号から２

６号議案は、教科用図書採択の案件、定第２７号から２９号議案は、市議会へ

の提出議案で意思形成過程の案件でありますので、非公開で傍聴を禁止する取

扱いとしたいと思いますが、ご異議ございませんでしょうか。

（異議なしの声）

教育長  ご異議もないので、そのように取り扱わせていただきます。

５ 議案

定第２４号議案 教科用図書採択の件（鹿児島市立小学校）

採 択

教育長  それでは、早速、定第２４号議案について、説明をお願いいたします。

事務局 議案綴りの１ページを御覧ください。定第２４号議案「教科用図書採択の件

（鹿児島市立小学校）」につきまして、地方教育行政の組織及び運営に関する法

律第２１条第６号の規定に基づき、令和２年度から市立小学校において使用す

る教科用図書を審議・採択してくださいますようお諮りいたします。配布資料

に沿って御説明いたします。資料１「令和元年度鹿児島地区教科用図書採択の

しくみについて」を御覧ください。鹿児島市は三島村、十島村とともに鹿児島

地区教科用図書採択協議会を設置し、３市村の教育長と保護者代表等、計１０

人の委員により、５月２１日、７月１６日、８月７日の計３回開催いたしまし

た。なお、協議会の委員は２ページにお示ししてございます。１ページにお戻

りください。協議会から各教科の専門性と研究実績を兼ね備えた市内小学校の

管理職及び教諭７１人が研究員として委嘱され、鹿児島地区教科用図書研究員

会を７月に３日間開催いたしました。この研究員会では、資料２の「採択基準」

と、資料３の「調査研究の観点と視点」に基づいて教科書の調査研究を行い、
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資料４の「地区研究調書」を作成いたしました。同時に、各小学校での教科用

図書見本の巡回展示を５月３１日から７月３日まで行いました。各小学校での

教科書の調査研究を基に資料６の「教科書研究調書（学校意見）」をまとめたと

ころでございます。地区採択協議会では研究員会で作成した資料４の「地区研

究調書」、県教育委員会が作成した資料５の「参考資料」、そして各学校からの

意見をまとめた資料６に基づいて総合的に審議いたしました。このようにして

選定した結果が議案綴りの２ページでございます。なお、全ての種目の選定理

由をまとめたものが資料７となっております。以上で説明を終わります。御審

議よろしくお願いいたします。

教育長  地区研究員会で研究し、まとめたもの、県の方で調査をしたもの、それから

学校からあがった意見を採択協議会の中で総合的に審議した結果として、議案

綴りの２ページのような案が作成されたということでございます。今の説明に

つきまして、まずは御質問いただけないでしょうか。

委員  結局、書写以外は従来のものと変わりはない採択案になったということでし

ょうか。

事務局 議案綴りの２ページで申し上げますと、書写、生活、図工の３点がこれまで

と変わっているところでございます。

委員  分かりました。資料の見方について、もう少し詳しく説明していただけない

でしょうか。

事務局 選定に当たりましては、地区の研究委員会の意見、県の参考資料、学校意見

がおおむね一致している分については、協議会でもそれでよいと判断されまし

た。資料の見方としましては、県の調書で、例えば、「工夫されている」という

表現があるところに、１者だけ「よく工夫されている」という評価があれば、

そこが特筆される部分であると捉えることができます。このようにして見てい

ったとき、３者の意見に違いが見られたものは、書写や、生活、図画工作、保

健、そして新しく採用される英語でございましたので、協議会の中でも十分な

協議をしていただいて、このような結果になったということでございます。

教育長  結果として、３科目については前回とは異なる発行者になり、英語について

は新しく選定されたということであります。他に何かございますでしょうか。

教育長 県や地区での調査・研究調書では、意図的に差異を表現するような観点で調

書を作っているということになるのでしょうか。

事務局 県の調書等については、そのような意図があるというふうに読めると考えて

おります。

委員  そうすると、それぞれの特徴を掴んで総合的に判断されたということでよろ

しいでしょうか。

事務局 基本的には、教科書検定を通過してきている教科書でございますので、これ

らの教科書を使うことは問題はない。その中で特徴的によい部分を書いてある

のがこの調書でございますので、よりよいものをという考え方であるというこ

とを御理解いただければと思います。

教育長  いかがでしょうか。



- 5 -

委員  鹿児島市として、どこを重点にしていくのかという点については検討されて

いるのでしょうか。

事務局 例えば、鹿児島市もしくは共同で使う地域、あるいは鹿児島県という郷土へ

の理解を深める教材を扱っているかという観点は、研究委員会でも気を付けて

見てくださいと依頼しております。

教育長  そういうところは、独自に評価しているということでしょうか。

事務局 はい。そのとおりでございます。

委員  今回資料を読ませていただいた中で非常に興味深かったのが一つだけあり

まして、それが道徳の教科書でした。道徳の教科書は、結構、優劣つけがたい

というふうに感じました。私が一つ注目したのが、「学校図書」と今回採択予定

の「日文」なのですが、以前いただいた教科書編修趣意書に目を通したときに、

かなり対照的な内容だなという印象をもちました。「学校図書」の方は、個人の

主体性だけではなくて他者との話し合いの中で作っていくという内容ですね。

そういう意味では、おそらく教える上で活用が難しい教科書になっているなと

いう印象を受けました。それに対して、「日文」の方は、かなり細かにプリント

がされています。その部分では道徳のノートがあるということで、教師として

も子供の考えなどが把握しやすいという部分があると思います。つまり、教え

るということ、あるいは教育をどう考えるかということの根幹に関わるような

面からも検討する必要があるのかなと思いました。

教育長  道徳については、経緯の補足説明をする必要があるかと思いますが。

事務局 道徳につきましては、教科書研究していく中で、各観点からかなり詳しく議

論されております。その中で、結果として「日文」の方がいいのではないかと

いうような話になったところでございます。

委員  教師の観点からの理由では採択しないと書かれていますので、導入したてと

いうことで仕方のない面もあると思いますけれども、今後の課題としていただ

きたいと思います。

教育長  今の委員からの指摘ですが、来年度はまた中学校の採択もあります。また、

このことというのは、１０人の委員に共通理解していただきながら審議をして、

それを各３教育委員会の方で決定して、それが一致したときに初めて成り立つ

ものでございますので、今の御意見等は、また来年度の中学校教科書採択が同

様に行われますので、是非、事務局としても留意していただければと思います。

教育長  他にございませんでしょうか。

委員  今年は他県の状況は分からないと思いますけれども、これまでも他県が使用

しているものと鹿児島市が使用しているものの比較対照をしてきたことがある

のかということと、他県が採用している視点と鹿児島市が採用している視点が

違うからこそ、採択が違う教科書になっていると思うのですが、その辺りの視

点というのは他県のものを参考に修正を行っているのかというのと、あと三つ

目は教科書で全国学力テストとかいろんな指標にも影響を与えると思いますの

で、そういう視点での教科書選択というのはなされているのでしょうか。その

三つをお聞きしたい。
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事務局 他県の状況はどうかという質問ですが、私どもでは、他県については、３番

目の質問と関係してくると思いますが、例えば、全国学力・学習状況調査等で

上位の県の状況や全国の占有率、シェアも参考までに調べてみました。全国的

なシェアをみますと本地区が使っているものは、ほぼ上位でございました。

教育長  他県の観点のところはどうだったでしょうか。観点の違いというのは分かっ

ているのでしょうか。

事務局 採択に当たっての観点につきましては、他県の確認はできておりませんけれ

ども、鹿児島地区の採択のための観点は、本県とほぼ同じ内容でございます。

なお、先ほど説明しました郷土への理解や地域の実態を考慮するという観点も

加えております。

教育長  観点については、他県との比較は分らないということですか。

事務局 はい。

教育長  ３回の採択協議会で、委員の方々が、資料に目を通したり、あるいは質疑を

したりしながら採択案を作成してまいりました。１回目では研究員の有り様に

ついて、生活科は女性の方だけだったので、男性を入れた方がよいのではない

かとの御意見や、委員の学校に地域的な偏りがないように配慮すべきであると

のご意見が出されましたので、そのような意見も取り入れながら公平・公正な

採択に努めました。委員からあったような観点に何か新しいものを加える要素

はないのかということも研究の余地があると思いますので、そのような形で来

年の中学校には生かしていきたいと思っております。

教育長  教科書採択の第２４号議案につきまして、他に何か、御質疑ございませんで

しょうか。

教育長 それでは、いろいろ御意見も賜りました。そういったものを参考にしながら、

次年度の中学校については、少しでも活用できればと考えております。今回の

小学校教科用図書については、別紙のとおり採択することに異議ございません

でしょうか。

     （異議なしの声）

教育長  御異議もないので、本件は原案どおりといたします。

教育長 事務局から、関連で何かあればお願いします。

事務局 教科書採択につきましては、義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関す

る法律により、同一地区では同一教科書を採択することになっており、三島村、

十島村教育委員会におきましては、８月９日に同様の決定がなされております

ので、本市の決定により意見が整ったこととなります。今後、結果を県に報告

するとともに、明日、８月２１日に各小学校長に通知し、９月２日以降に市役

所みなと大通り別館１階にある市政情報コーナー及び市のホームページ等にお

いて、採択の経緯、結果などについて公開する予定でございます。なお、本日

の採択結果につきましては、９月２日の公開までは内容の取り扱いについては

十分御留意くださいますようよろしくお願い申し上げます。以上です。

教育長  なお、市のホームページに公開しますのは、今回が初めてということになり

ます。その内容等については、三島村、十島村と協議しながら進めていくとい
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うことでございます。

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

定第２５号議案 教科用図書採択の件（鹿児島市立中学校）

採 択

教育長  続きまして、定第２５号議案に移らせていただきます。説明をお願いいたし

ます。

事務局 議案綴りの３ページを御覧ください。定第２５号議案「教科用図書採択の件

（鹿児島市立中学校）」につきまして、地方教育行政の組織及び運営に関する

法律第２１条第６号の規定に基づき、令和２年度に市立中学校において使用す

る教科用図書を審議・採択してくださいますようお諮りいたします。議案綴り

４ページを御覧ください。中学校の採択案でございます。教科書は、原則４年

毎に採択を行うこととなっており、本来であれば本年度は道徳を除く全ての教

科書の採択をすることとなっておりました。しかしながら中学校は令和３年度

からの学習指導要領全面実施に対応するため、来年、令和２年度に採択事務を

行わなければなりません。そこで、平成３０年度の検定において、新たな図書

の申請がなかったことから現行と同じ教科書の中から採択することとなって

いるため、採択協議会では前回平成２７年度に検討された結果に基づいて、採

択案を決定いたしました。それが、４ページでお示ししてございます。以上、

御審議よろしくお願いいたします。

教育長  令和２年度使用の教科用図書の案がそのような経緯で示されております。何

か、御質問ございませんでしょうか。

教育長  つまり、１年間はこれまでと同じ教科書を採択するということでよろしいで

しょうか。

事務局 はい、そうでございます。

教育長  よろしいでしょうか。なければ定第２５号議案については原案どおり採択す

ることに御異議ございませんでしょうか。

     （異議なしの声）

教育長  御異議もないので、本件は原案どおりといたします。

事務局 中学校の教科書につきましても、既に三島村、十島村教育委員会におきまし

て同様に決定がなされております。これで、意見が整ったということになりま

す。公表につきましては９月２日以降に公開することとしておりますので、そ

れまでは、小学校の教科書同様に内容の取扱いについては十分御留意くださる

ようお願いいたします。以上でございます。

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

定第２６号議案 教科用図書採択の件（鹿児島市立高等学校）

採 択
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教育長  続きまして、定第２６号議案につきまして、引き続き説明をお願いいたしま

す。

事務局 定第２６号議案「教科用図書採択の件（鹿児島市立高等学校）」につきまし

て、令和２年度から使用する鹿児島市立高等学校の教科書を審議・採択してく

ださいますようお願いいたします。定第２６号議案「教科用図書採択の件（鹿

児島市立高等学校）」添付資料で御説明いたします。１ページ、資料１を御覧

ください。市立高等学校で使用する教科書の採択につきましては、小・中学校

のような地区採択協議会ではなく、各高校で選定し、校長から報告があったも

のを教育委員会において毎年決定することとなっております。次に２ページ、

資料２を御覧ください。「令和２年度市立高等学校使用教科書の採択につい

て」でございます。１の（１）で選定に当たって、各学校の教育課程、学科の

特性、生徒の実態等を十分に考慮したうえ、校長の責任において選定すること、

また、（２）には高等学校用教科書目録に掲載されている教科書から選定する

ことを記載しております。次に５ページ、資料３を御覧ください。教科書採択

事務計画でございます。市立三高等学校は６月に各学校において教科書研究を

行い、その結果が７月１日までに使用教科書採択希望報告書として教育委員会

に提出されました。次に６ページ、資料４を御覧ください。これは各学校での

教科書を研究した期間、方法をまとめたもので、各学校で教科会を中心に研究

がなされております。次に８ページ、資料５を御覧ください。これは各学校で

の研究を基に、各高校から報告された教科書採択希望報告書です。各高校が教

科、科目、学区毎に、採択を希望する教科書名や、採択希望の理由を各教科、

第２希望または第３希望まで報告したものでございます。次に１４５ページ、

資料６を御覧ください。教育委員会事務局において開催されました鹿児島市立

高等学校教科書調査研究会についてでございます。市立高等学校教科書調査研

究会を事務局内で７月４日、７月２６日に開催いたしました。このような採択

に係る事務手続きを経まして、議案綴りの６ページから８ページ、令和２年度

採択教科書一覧表（案）を作成いたしました。６ページは鹿児島玉龍高等学校、

７ページは鹿児島商業高等学校、８ページは鹿児島女子高等学校となっており

ます。以上でございます。各学校から出されました案のとおり、採択してくだ

さるようお願いいたします。

教育長  ただいまの説明につきまして、何か御質疑ございませんでしょうか。

教育長  県立学校も、県教委との関係で、同じようなシステムでしょうか。

事務局 はい、そのようなシステムでやっております。

教育長  委員の皆様、いかがでしょうか。

委員  鹿児島玉龍高校の教科書選定において、県内の有名進学校、あるいは他県の

進学校の使用している教科書等と比較したのかということと、教科書の進度が

進んでいる中学校から進学してくる生徒と、高校から入学してくる生徒と、進

度が違う生徒たちが同じ教科書を使うに当たって、何か考慮していることはあ

るのか、ということをお聞きしたいと思います。

教育長  はい、２点質問がありました。まず、１点目、他校との比較といったところ
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が、各学校の採択の中であるのか。

事務局 他校の状況との比較については行っておりません。学校がどのように研究し

ているかというところまでは確認できていないところです。

事務局 鹿児島玉龍中学校からそのまま上がった生徒のクラスを一つだけ作って、進

度の調整をしていると聞いております。使っている教科書は一緒です。

教育長  なんらかのそういった接続の部分で、学校として工夫をしているということ

ですね。

事務局 他校がどのような教科書を使っているのかということについて、国語の教科

書を例に説明いたしますと、玉龍の「国語総合」については、現代文編と古文

編を分けた教科書を採択、商業高校の「国語総合」については、新編国語総合

という教科書を採択しています。高校の教科書の場合は、普通科の進学系の学

校が使用する教科書と、専門高校が単位数が少ない中で使用する教科書に分か

れています。玉龍高校においては、普通科高校が主に使用する教科書を採択し

ているというところであります。

教育長  委員がおっしゃったのは、進学校として他校の進学校の教科書を念頭に置い

た採択はありますか、ということが質問の趣旨だったと思いますが。それはど

うですか。

事務局 教科のレベルについての情報共有がなされているなかで、他校の情報も踏ま

えたうえで、教科書の選定はなされているところであります。

委員  教科書というのは、比較的簡単なものから難しいものまであるのではないか

と思っていたのですが、鹿児島玉龍高校と鹿児島女子高校で比べるならば、化

学基礎のところが、同じ会社の同じ教科書ですけれど、番号が異なります。こ

れが難易度を決めているということでよろしいですか。

教育長  そうですね。授業時数が違ってくるので、それに合った教科書で授業が進め

られる形になっているということです。

委員   では、同じ会社で番号によって難易度が変わっているということですか。

教育長  そうです。

事務局 種類を違えて作成されています。  

委員  そうなのですね。ありがとうございます。

委員  １４５ページの研究会の検討の中身を少し御紹介いただきたいと思います。

各学校から、第３希望まで出てきていますが、基準をつくるのが非常に難しい

と思います。先ほどの小学校とも関連しますが、何を必要としていて、これを

選んだのかというところが、いただいた資料からは読み取りにくいのですが、

この研究会では何を検討されているのでしょうか。

教育長  具体的な研究内容ですね。

事務局 各学校から採択希望報告書が提出されまして、市立高等学校教科書調査研究

会で内容等を実際に教科書と確認しているところでございます。

教育長 学校が調査で得ていたものを照らし合わせているという感じでしょうか。

事務局 はい。そのとおりです。

教育長  他に、ございませんでしょうか。



- 10 -

教育長  それでは、定第２６号議案については原案どおりとすることに御異議ござい

ませんでしょうか。

     （異議なしの声）

教育長  御異議もないので、本件は原案どおりといたします。

教育長  事務局からどうぞ。

事務局 ありがとうございました。本日の定例会において、議決いただきました結果

を８月２１日に各市立高等学校長に通知し、９月２日に、市役所みなと大通り

別館１階にある、市政情報コーナーにおいて、採択の経緯や採択結果などにつ

いて公開する予定としております。ホームページについては、高校は公開しな

いということでございます。以上でございます。

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

定第２７号議案 代決処分の承認を求める件

〔令和元年度鹿児島市一般会計補正予算（第２号）についての意見申出について〕

承 認

【 本 議 案 は 非 公 開 】

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

定第２８号議案 平成３０年度鹿児島市一般会計歳入歳出決算に係る議案

（教育委員会関係分）についての意見に関する件

同 意

【 本 議 案 は 非 公 開 】

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

定第２９号議案 会計年度任用職員制度の創設に伴う関係条例の整備に関

する条例制定（教育委員会関係分）に係る議案についての

意見に関する件

同 意

【 本 議 案 は 非 公 開 】

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

６ 報告事項

(1)  令和元年度「全国学力・学習状況調査」結果（市の概要）について

教育長  それでは報告事項（１）につきまして、説明をお願いいたします。

事務局 報告事項関係資料（１）を御覧ください。本年度４月１８日に行われました

「全国学力・学習状況調査」結果の本市の概要について、御報告いたします。
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はじめに１の「調査の概要」についてでございますが、（１）「調査の目的」と

（２）「実施学年・実施学校数等」についてはお目通しください。（３）「調査

の内容」は国語、算数、数学、英語でございます。英語は今回初めて実施でご

ざいました。英語における、話すことに関する調査につきましては、パソコン

を使った音声録音方式で行われました。また、国語、算数、数学は昨年度まで、

知識・技能に関する問題Ａと活用に関する問題Ｂが別々に調査されておりまし

たが、本年度からＡＢが一体的に出題されております。イの「質問紙調査」は

生活習慣や学習環境等に関する調査が行われました。

次に、２の「教科に関する調査結果」でございます。教科名の横に書かれて

いる数字は、問題数を示しており、国語は１４問ということでございます。本

市の平均正答率は、２の表の太線で囲んでいる部分でございます。下の二重枠

を御覧ください。本年度、全国を上回った教科は、小６の国語、中３の数学と

英語で、算数と中３の国語は全国とほぼ同じでございます。なお、鹿児島県全

体は、小６の国語が全国を上回っておりますが、それ以外の教科は下回ってお

ります。

次に、３の「質問紙調査結果」についてでございます。本市の割合は、表の

太線で囲んでいる部分でございます。一部、特徴的なものをお示しいたします。

まず、（１）の「児童生徒に対する質問」でございますが、本市の児童生徒は、

「将来の夢や目標を持っている」と回答した割合は、全国に比べて高くなって

おります。２ページをお開きください。「家で、自分で計画を立てて勉強をし

ている」と回答した児童生徒の割合は全国に比べ、小学生の割合は低く、中学

生の割合が高くなっております。小学校国語を「好き」と回答した割合は全国

に比べて低くなっておりますが、他の教科は高くなっております。（２）の「学

校に対する質問」でございます。これは学校長が回答しているもので、「ＩＣ

Ｔを活用した授業」を行ったり、その下の、「各教科で身に付けたことを、様々

な課題の解決に生かすことができるような機会を設けた」と回答した学校の割

合は、全国に比べ高くなっております。その下、「言語活動について、国語科

だけでなく、各教科、道徳、及び特別活動等を通じて学校全体として取り組ん

だ」と回答した学校の割合は、全国に比べ小学校は高く、中学校は低くなって

おります。

最後の、４の「今後の公表等」につきましては、今後、公開する場合は、本

市は昨年同様、本市のホームページにおいて本市や全国・県の正答率及び改善

策等を公表する予定でございます。以上でございます。

教育長  ただいまの報告につきまして、お聞きになりたいことがございましたら御質

問ください。

教育長  よろしいでしょうか。

  （なしの声あり）

教育長  それでは、次の報告に移らせていただきます。
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～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

(2)  学校施設の耐震化率について

教育長  報告事項（２）につきまして、米盛施設課長、説明をお願いいたします。

事務局 報告事項（２）学校施設の耐震化率について、説明いたします。報告事項関

係資料(２)をご覧ください。文部科学省は、毎年２月に「公立学校施設の耐震

改修状況調査」を実施し、その結果は８月下旬に公表されておりますが、今年

は８月９日に公表されることを７日に把握したことから、委員の皆様にはメー

ルで資料をお送りさせていただきました。その後に報告いたしますことについ

てはお詫び申し上げます。今回の調査対象建物に渡り廊下が明記され、渡り廊

下も耐震化が必要な建物であることを新たに把握したことから、耐震性未確認

な渡り廊下を耐震化すべき建物に追加したものです。これにより、今年４月時

点の本市学校施設の耐震化率が１００％を下回ることとなりました。１番の「渡

り廊下を追加した理由と現状」でございますが、本市がこれまで耐震化に取り

組んできた建物と文部科学省が求める対象建物の捉え方に齟齬があり、渡り廊

下も対象建物であることを新たに把握したものです。今回追加した渡り廊下４

２棟は、昭和５６年５月以前に建築された旧耐震基準の建物で、いずれも耐震

性が未確認となっております。調査では未確認の場合、耐震性がない建物だと

して回答することとなっております。２番の「文部科学省の公表内容」ですが、

耐震性未確認の建物を追加したことにより、本市学校施設の耐震化率は棟数の

割合で小中学校が９４．８％、高校が９７．３％となります。なお、今回の調

査では、耐震性がない建物の数が多い市町村の中では、本市が２番目に多くな

っております。３番の「渡り廊下の耐震化に係る今後の対応」でございますが、

来年度から予算を確保し年次的に４２棟の耐震性を確認していきたいと考えて

おります。確認して耐震性が不足する建物があった場合は補強工事も実施して

まいります。以上でございます。

教育長  ただいまの報告について、何かお尋ねになりたいことがありましたら、ご質

問いただければと思います。

委員  「文部科学省が求める対象建物の捉え方に齟齬がある」と書かれております

が、今回、渡り廊下が明記されて発覚したという意味なのか、どうなのでしょ

うか。

教育長  はい、その経緯をお願いします。

事務局 この調査は毎年２月に文部科学省からきておりまして、昨年までは渡り廊下

という言葉が明記されていなかったのが、今年から新たにその言葉が明記され

ており、これも入れるべきものだということを私達が把握したということです。

その辺り、国の捉え方と私達の捉え方に違いがあったということで、今回この

ような結果になったということでございます。

教育長  他は、よろしいでしょうか。

  （なしの声あり）
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教育長  それでは、次の報告事項に移らせていただきます。

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

(3)  鹿児島市立まちなか図書館（仮称）基本計画（素案）に係るパブリックコメ  

ント手続の実施について

教育長  報告事項（３）につきまして、有満図書館副館長、説明をお願いいたします。

事務局 報告事項（３）「鹿児島市立まちなか図書館（仮称）基本計画（素案）に係る

パブリックコメント手続の実施について」でございます。関係資料（３）の１

をご覧ください。まちなか図書館、以下（仮称）は省かせていただきます、基

本計画策定のためパブリックコメント手続きを行うものであり、公表する事項

は、基本計画（素案）及び意見の提出方法などでございます。素案について説

明をさせていただきたいと思います。資料の（３）の２をご覧ください。１ペ

ージ目です。「はじめに」として、まちなか図書館の整備の目的と計画などにつ

いて記載しております。２ページをお願いします。２「基本コンセプト」は「み

んなをつなぐ図書館」、副題として、「新しい価値を創造・発信する、多様なつ

ながりを育む図書館」としております。３の「基本方針」は、「誰もが利用しや

すい居心地のいい図書館」、「市民の活動と地域のまちづくりを支援する図書館」

としております。３ページ目は、（２）に「求められる機能」を、（３）には、

利用者としてにぎわい創出の観点から特に拡大したい利用者層を、若者層、ビ

ジネス層、ファミリー層と想定することを記載しております。４ページをお開

きください。サービス計画ですが、図書の提供や、貸し出し、相談など、従来

からの基本的な図書館のサービスの他、子育て支援の要素を含めた誰もが居心

地よく過ごせる空間の提供、市民交流の促進や学びと創造活動の拠点づくりを

支援するサービスなど、１１の項目を挙げております。６ページをお願いしま

す。蔵書計画です。（１）の「基本的な考え方」にまとめられておりますが、幅

広い世代が気軽に読める本を中心とした構成として、市立図書館の資料収集方

針との整合性を図りながら、テーマ性のある本の配架や電子書籍の導入などを

検討することとしております。以下はご覧いただきたいと思います。８ページ

をお願いします。空間計画ですが、（１）「基本的な考え方」としては、にぎわ

い活動ゾーンなど４つのゾーンを設定し、それらを緩やかに繋いで、来られた

方それぞれの目的に応じて居心地よく過ごしていただける空間を創出するもの

でございます。全体のイメージ図ですが、赤の破線部分がまちなか図書館にな

ります。４階と５階の一部に整備いたします。９ページの（２）「空間配置」で

すが、平面図を記載しております。赤の点線で囲まれているのが図書館のスペ

ースで、４階は民間のカフェ、民間の子どもの遊び場が建設される予定でござ

います。また、各ゾーンは色分けしてあるところです。各ゾーンの空間イメー

ジが１０ページ、１１ページに記載しておりますので、ご覧いただければと思

います。続きまして１２ページをお開きください。管理運営計画です。（１）「基

本的な考え方」にございますが、再開発ビル内の商業フロアに設置し多様なサ
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ービスの提供を行うことなどから、民間事業者のノウハウを活用する指定管理

者制度の導入を含めた管理運営方針を検討いたします。併せて、市民活動支援

の観点から利用者自身が図書館の企画に参加する体制の検討を行います。１３

ページの（５）に体制のイメージを記載しているところです。１４ページをお

願いいたします。整備スケジュールですが、再開発ビルの事業主体となる再開

発組合と充分、調整を図りながら、進めることとしております。令和４年の春

にビルの開業と併せて、供用を開始する予定でございます。素案については、

以上でございます。資料（３）の１にお戻りください。市民意見の提出期間で

すが、令和元年８月２１日（水）から９月２０日（金）までの３１日間です。

公表の方法ですが、市のホームページでの公開のほか、図書館をはじめ、市内

各所に置くこととしております。次ページ以降は案内用の意見記入用紙でござ

いますのでお目通しいただきたいと思います。以上でございます。

教育長  継続して情報提供があった内容でございますが、小栗委員は初めて耳にされ

たと思います。資料の素案の整備スケジュールのところですが、令和４年春、

供用開始というのは、当初の時期よりも遅れているというところについて説明

を補足していただきます。

事務局 当初は令和３年の４月ということでスケジュールが組まれていたところです

が、千日町１・４番街区の工事の関係で、ほぼ１年間遅れまして、令和４年の

春ということで、３月なのか４月なのかもまだ確定していないところですが、

その方向で進めて調整しているところでございます。

教育長  はい、ありがとうございます。

教育長  ただいまの報告について、何かお尋ねになりたいことがありますでしょうか。

  （なしの声あり）

教育長  明日から始まるということでございます。また、結果等については、ご報告

申し上げたいと思います。

教育長  それでは、次の報告事項に移らせていただきます。

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

(4)  令和元年度総合教育会議について

教育長 報告事項（４）につきまして、森﨑総務課長、説明をお願いいたします。

事務局 それでは、報告事項関係資料（４）をご覧ください。令和元年度総合教育会

議の開催についてご説明いたします。総合教育会議は、市長と教育委員会が相

互の連携を図りつつ、より一層、民意を反映した教育行政を推進していくため

に開催するものでございます。１の「開催日」ですが、９月５日（木）の定例

会前の１４時３０分から１５時３０分を予定しております。議題につきまして

は、「鹿児島市教育大綱の見直し方針及び修正案について」と「地域に貢献す

る人材育成に向けたキャリア教育の取組について」の２件でございます。会議

の流れでございますが、まず、教育大綱の見直し方針等について政策企画課長

から説明後、意見交換、質疑応答を行い、次に、キャリア教育の取組について、
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産業局と教育委員会のそれぞれの取り組みについて説明した後、有識者による

意見発表をいただき、意見交換を予定しております。参考までに、現時点での

資料、Ａ３の資料を配布させていただきましたけれども、これらの資料を基に

意見を交換していただくことにしております。確定資料につきましては、後日、

政策企画課よりお届けする予定でございます。以上でございます。

教育長  この件につきまして、何か、お聞きになりたいことがございますか。

    （なしの声）

教育長  それでは、次の報告事項に移らせていただきます。

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

(5)  寺山炭窯跡及び周辺斜面地崩落への対応状況について

教育長  次に報告事項（５）について、池田文化財課長、説明をお願いいたします。

事務局 報告事項関係資料（５）の「寺山炭窯跡及び周辺斜面地崩落への対応状況に

ついて」でございます。１の「主な経過」でございますけれども、各面の専門

家、内閣官房との協議、文化庁との協議等を踏まえながら、８月５日には文化

庁調査官に現地調査・指導をいただきました。下の２枚の写真は、鹿児島エリ

アの専門家委員会の視察状況でございます。２の「その後の応急措置・対応の

状況」についてでございますけれども、１点目は、来訪者の安全性を確保する

ために、立入防止柵と注意喚起板を設置いたしました。別添の資料も併せてご

覧ください。左側の①番から④番までが被害状況の写真でございまして、それ

ぞれ、図面の中で①から④まで落とし込んだ状況でございます。それから⑤か

ら⑦が応急対応の状況ということで、ブルーシートの設置、水みちの確保、そ

れから文化庁のほうから炭窯の本体のほうをまずは保全してくださいという

指摘を踏まえまして、保全を図った写真となっております。図の中で、真ん中

に土砂崩れの範囲ということで、上部から炭窯まで約１００メーターぐらいで

ございますが、幅が３０メーターから４０メーターということで、大きながけ

崩れということがお分かりいただけるかと思います。その後、元の資料に戻り

まして、応急措置・対応の状況でございますけれども、別紙⑤⑦で説明しまし

たとおり、炭窯本体のさらなる崩壊及び斜面地の浸食を防ぐため、土嚢・シー

トを設置したところでございます。そして、炭窯本体の前庭部分の浸食を防ぐ

ため、土嚢設置で流路を変更したというのが別紙⑥でございます。被災状況の

詳細を把握するため、崩落斜面地の測量調査を実施いたしました。以上４項目

でございます。今後につきましては、これまでの指導等を踏まえまして、早急

に資産の保全を適切に図る必要がありますことから、それに要する経費は、文

化庁の災害復旧補助金を活用できるということでございましたので、これを踏

まえまして、ユネスコに９月末に報告する必要があるということから、下記の

①から⑥までの対応策を入札の執行残を活用して対応することといたしまし

た。今後は、国、専門家と協議を進めながら、進捗状況につきまして報告する

部分もあるかと思いますけれども、よろしくお願いいたします。以上でござい
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ます。

教育長  この件につきまして、何か、お聞きになりたいことがございますか。

  （なしの声あり）

教育長  それでは、次に移らせていただきます。

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

(6)  市議会関係の審議結果等について

教育長  報告事項（６）について、小倉管理部長、説明をお願いいたします。

事務局 議案綴りの２８ページをご覧ください。報告事項の（６）桜島爆発対策特別

委員会が昨日開催されまして、教育委員会の関係につきましては、７月までの

学校降灰除去事業の実施内容等について、報告を行っております。以上でござ

います。

教育長  他に、教育委員の方々から、何か、情報交換を含めたご意見等ございますで

しょうか。

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

７ その他

教育長  それでは最後に、事務局から何かありますか。

事務局  次回の定例会についてご案内です。次回の教育委員会定例会につきましては、

９月５日（木）１６時からを予定しております。以上でございます。

８ 閉会

教育長  それでは、以上をもちまして、本日の定例会を終了いたします。

【以上】


